
【小学校の部 優秀賞】

「ごはんをたべることって、

たのしいね。おいしいね。」

奈良市立伏見小学校 １年 奥垣 佳士

ぼくは、たべることよりあそぶのがすきやっ

た。いつも、しょくじのじかんがいや。ママは、

いつもおいしいごはんをつくってくれるけど、

ごめんね。そんなぼくを、しんぱいしてびょう

いんへつれていってくれた。せんせいから、け

んこうですよ、なにもしんぱいない、むりにた

べさせると、しょくじするのがいやになるから、

いまのままでといわれた。でも、しんぱいなマ

マは、ぼくのすきなものをいっぱいつくってた

べさせようとした。ぼくも、はるからしょうが

くせいになった。しんぱいしてた、きゅうしょ

くがはじまる。じぶんでも、びっくり。おいし

い。きょうもおかわりした。なんか、しょくじ

がたのしみとおもってきたよ。いまは、いえで

も、みんながびっくりするくらい、ごはんをた

べる。おいしい。きょうは、はたけでトマトを

もいでたべた。すごくおいしい。ママ、きゅう

しょくいんさん、たいようさん、ぼく、ごはん

をたべることがすきになった。ありがとう。
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